
私たち地域おこし協力隊です！ No.６４

●協力隊への
問い合わせ先●
☎６６２－４２７１
（総合政策課）

　はじめまして。１１月から地域おこし協力隊に着任した阿部美恵子です。

　高校野球が大好きな栄養士です。

　紅花の口紅から中山町を知り何度か訪れ、最上川河川敷から見る月山と葉

山の風景に感動。そして、町の中を歩いて出会う方々が親切に応対してくだ

さり、人の暖かさも実感。その場でもらったバタンキョ（すもも）が美味し

かったです。

　山側の豊田地区からの眺めは壮大ですし、１１２号線から見える夜景も素晴

らしいです。

　私の出身地は栃木県で関東では佐野ラーメンが有名ですが、山形県がラー

メン大国でソウルフードだと知り驚きました。旨味が濃いのにさっぱりして

いて食べやすく私はもうとりこです（毎日食べたいくらい）。『肉そば』と『鳥

そば』を間違えてしまうことがよくありましたが、今では友人に詳しく違い

を説明できるようになりました。ご縁をいただき地域おこし協力隊になり、

今後はもっと中山町の素敵なことやものを発見していきたいです。

第198話 俳諧⑪ 俳諧歌枕と俳諧発句 その１

　
文
新
田
の
服
部
文
右
衛
門
家
文

書
の
中
に
、「
俳
諧
歌
枕
」
の
ほ

か
数
種
の
小
冊
子
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
俳
諧
歌
枕
」
は
、
縦
１４
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
、
横
１８
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
の
袋
綴
じ
７０
ペ
ー
ジ
に
も
及

ぶ
も
の
で
す
。
奥
付
に
は
次
の
よ

う
な
小
文
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
は
宝
暦
８
年
４
月
２６
日
、

米
沢
御
家
中
梨
本
甚
蔵
殿
よ
り
借

り
申
候
而
、
う
つ
し
た
る
も
の
、

こ
れ
は
梨
本
甚
蔵
殿
の
書
な
り
」

と
あ
り
、
そ
の
最
後
尾
に
は
、
直

径
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
丸
判
の

中
に
、「

」、
そ
の
真
下
に
印

刻
の
「
服
部
」、
右
に
長
崎
、
左

に
文
新
田
と
あ
り
ま
す
。
巻
頭
の

文
章
は
３
枚
に
わ
た
っ
て
俳
諧
歌

枕
の
序
文
が
記
さ
れ
て
お
り
、
蓮

二
坊
こ
と
各
務
志
考
の
直
筆
で
は

な
い
が
、
な
か
な
か
の
筆
遣
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。



（
以
下
原
文
の
ま
ま
。）

　
俳
諧　
歌
ま
く
ら

　
其　
序

　
　
　
　
　
　
　
蓮
二
坊

　
こ
と
し
長
月
の
は
じ
め
出
羽
な

る
風
草
の
ぬ
し
此
山
里
を
た
ず
ね

来
れ
り
、
さ
れ
ば
股
引
の
引
は
へ

た
る
百
余
里
の
旅
人
と
も
見
え
ず
、

彼
山
の
何
尾
主
に
便
り
せ
ら
れ
て

獅
子
門
の
園
に
肘
を
曲
げ
て
一
夜

の
侘
を
な
ら
ハ
無
と
や
、
実
に
其

人
の
生
質
を
見
れ
ハ
俳
諧
の
名
に

身
を
か
ざ
ら
ず
、
俳
諧
の
利
に
世

を
わ
た
ら
ず
。

　
遠
く
其
国
を
其
人
を
等
し
く
風

雅
の
ち
ぎ
り
を
む
す
び
お
か
ハ
月

雪
花
の
折
り
お
り
に
と
へ
ハ
出
羽

の
国
ハ
へ
だ
つ
と
も
越
路
の
風
の

便
り
を
忘
れ
じ
と
也
、
し
か
ら
ば

人
の
盛
衰
に
ま
ぞ
ハ
ず
老
後
の
楽

し
み
を
知
れ
る
人
と
は
い
う
べ
し
。

　
こ
こ
に
和
歌
の
旅
寝
の
歌
ま
く

ら
に
よ
せ
て
、
篇
・
序
・
題
・
曲
・

流
之
五
品
よ
り
獅
子
門
の
一
同
に

差
ゆ
る
さ
れ
、
是
よ
り
心
の
緬
に

鞭
う
ち
て
い
な
ば
の
山
の
ち
か
く

尾
府
の
名
に
あ
る
人
々
を
た
ず
ね
、

伊
勢
路
ハ
ま
し
て
長
月
の
い
ざ
宵

の
こ
ろ
と
か
ら
め
そ
れ
よ
り
都
の

秋
の
名
残
に
桜
ハ
春
に
さ
く
と
て
、

ち
る
柳
の
陰
に
か
く
れ
し
家
の
あ

る
じ
の
老
や
頼
と
す
べ
し

　
か
く
て
五
歌
仙
の
優
游
に
一
挙

万
里
の
姿
情
を
つ
く
せ
ハ
歌
人
の

居
な
か
ら
む
と
い
ふ
べ
し
、
名
所

も
あ
る
き
て
し
ら
べ
れ
ハ
唐
の
芳

野
は
い
ざ
し
ら
ず
、
千
と
せ
を

園
と
よ
め
ハ
老
木
の
花
の
た
の
し

み
な
る
べ
し

　
享
保
戌
申
九
月　
日

※
引
用
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中
山
町
史　
中
巻　

　
　
　
　
第
１０
章　
第
３
節　
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術
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芸
か
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